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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織部位に減圧を適用するための包帯剤であって、前記包帯剤が： 
　前記組織部位に前記減圧を伝え、前記組織部位から液体を受け取るための包帯剤用材料
であって、 
　　前記組織部位に接触させるための疎水性層の組織インタフェース層と、 
　　減圧を分配するための疎水性層のマニホルドと、 
　　前記組織インタフェース層及び前記マニホルドを介して前記組織部位から液体を吸収
するための第１の吸収層であって、前記マニホルドが前記組織インタフェース層と前記第
１の吸収層との間に配置された第１の吸収層と、 
を具える包帯剤用材料と、 
　前記包帯剤用材料の少なくとも一部を覆うドレープと； 
を具えることを特徴とする包帯剤。 
【請求項２】
　前記組織インタフェース層が、非接着性の組織インタフェース層を具えることを特徴と
する請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項３】
　前記組織インタフェース層が、伸長可能な組織インタフェース層を具えることを特徴と
する請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項４】
　前記組織インタフェース層が、ナイロンを含むことを特徴とする請求項１に記載の包帯
剤。 
【請求項５】
　前記組織インタフェース層が、ポリマベースのメッシュ繊維を具えることを特徴とする
請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項６】
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　前記組織インタフェース層が、テフロン（登録商標）含浸ポリエチレンを具えることを
特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項７】
　前記第１の吸収層が、ヒドロゲル吸収層を具えることを特徴とする請求項１に記載の包
帯剤。 
【請求項８】
　前記第１の吸収層が、超吸収性の繊維吸収層を具えることを特徴とする請求項１に記載
の包帯剤。 
【請求項９】
　前記第１の吸収層が、繊維材料を形成する複数の繊維を具えており、前記複数の繊維が
前記組織部位から液体を吸収するよう構成されていることを特徴とする請求項１に記載の
包帯剤。 
【請求項１０】
　前記複数の繊維の少なくとも一部が、前記組織部位からの液体に接触するときにゲル化
することを特徴とする請求項９に記載の包帯剤。 
【請求項１１】
　前記マニホルドの組織対向面が、前記組織インタフェース層に隣接することを特徴とす
る請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項１２】
　前記組織インタフェース層が、前記第１の吸収層によって吸収される液体が前記組織部
位に接触するのを防止するよう構成されていることを特徴とする請求項１に記載の包帯剤
。 
【請求項１３】
　前記マニホルドの組織対向面が前記第１の吸収層に隣接し、前記マニホルドが、前記第
１の吸収層によって吸収される液体が前記組織部位に接触するのを防止するよう構成され
ていることを特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項１４】
　前記マニホルドが、複数の相互結合されたセルを有して多孔質の発泡体を形成すること
を特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項１５】
　前記ドレープが接着性ドレープであり、前記接着性ドレープが、前記接着性ドレープの
組織対向面に接着剤を有することを特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項１６】
　さらに、前記第１の吸収層に隣接する第２の吸収層を具えており、前記第２の吸収層が
、親水性層であることを特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項１７】
　さらに、前記第１の吸収層に隣接する親水性層である第２の吸収層を具えており、 
　前記第２の吸収層が、前記ドレープと前記第１の吸収層との間に配置されていることを
特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項１８】
　さらに、前記第１の吸収層に隣接する親水性層である第２の吸収層を具えており、 
　前記第２の吸収層が、前記ドレープと前記第１の吸収層との間に配置されており、 
　前記第２の吸収層の組織対向面が、前記第１の吸収層に隣接することを特徴とする請求
項１に記載の包帯剤。 
【請求項１９】
　さらに、前記第１の吸収層に隣接する親水性層である第２の吸収層を具えており、 
　前記第２の吸収層が、前記ドレープと前記第１の吸収層との間に配置されており、 
　前記第２の吸収層の組織対向面が、前記第１の吸収層に隣接し、 
　前記第２の吸収層が、前記第１の吸収層が液体を吸収するよりも遅い速さで液体を吸収
することを特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
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【請求項２０】
　さらに、前記第１の吸収層に隣接する親水性層である第２の吸収層を具えており、 
　前記第２の吸収層が、前記ドレープと前記第１の吸収層との間に配置されており、 
　前記第２の吸収層の組織対向面が、前記第１の吸収層に隣接し、 
　前記第２の吸収層が、前記第１の吸収層よりも厚いことを特徴とする請求項１に記載の
包帯剤。 
【請求項２１】
　さらに、前記第１の吸収層に隣接する親水性層である第２の吸収層を具えており、 
　前記第２の吸収層が、前記ドレープと前記第１の吸収層との間に配置されており、 
　前記第２の吸収層の組織対向面が、前記第１の吸収層に隣接し、 
　前記第２の吸収層が、前記第１の吸収層よりも高い流体貯蔵容量を有することを特徴と
する請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項２２】
　さらに、前記第１の吸収層に隣接する親水性層である第２の吸収層を具えており、 
　前記第２の吸収層が、前記ドレープと前記第１の吸収層との間に配置されており、 
　前記第２の吸収層の組織対向面が、前記第１の吸収層に隣接し、 
　前記第１の吸収層が、綿を含むことを特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項２３】
　さらに、前記第１の吸収層に隣接する親水性層である第２の吸収層を具えており、 
　前記第２の吸収層が、前記ドレープと前記第１の吸収層との間に配置されており、 
　前記第２の吸収層の組織対向面が、前記第１の吸収層に隣接し、 
　前記第１の吸収層が、テリー織を具えることを特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項２４】
　さらに、前記第１の吸収層に隣接する親水性層である第２の吸収層を具えており、 
　前記第２の吸収層が、前記ドレープと前記第１の吸収層との間に配置されており、 
　前記第２の吸収層の組織対向面が、前記第１の吸収層に隣接し、 
　前記第２の吸収層が前記第１の吸収層から流体を引き出すように、前記第２の吸収層が
前記第１の吸収層よりも親水性であることを特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項２５】
　さらに、前記第２の吸収層に隣接する分配マニホルドを具えており、前記分配マニホル
ドが、減圧を分配するよう構成されていることを特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項２６】
　さらに、前記第２の吸収層に隣接する分配マニホルドを具えており、前記分配マニホル
ドが、減圧を分配するよう構成され、 
　前記分配マニホルドの組織対向面が、前記第２の吸収層に隣接することを特徴とする請
求項１に記載の包帯剤。 
【請求項２７】
　さらに、前記第２の吸収層に隣接する分配マニホルドを具えており、前記分配マニホル
ドが、減圧を分配するよう構成され、 
　前記分配マニホルドの第１の（ドレープに面する）面が、前記ドレープに隣接すること
を特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項２８】
　さらに、前記第２の吸収層に隣接する分配マニホルドを具えており、前記分配マニホル
ドが、減圧を分配するよう構成され、 
　前記分配マニホルドが、網状のポリウレタン発泡層であることを特徴とする請求項１に
記載の包帯剤。 
【請求項２９】
　さらに、前記第２の吸収層に隣接する分配マニホルドを具えており、前記分配マニホル
ドが、減圧を分配するよう構成され、 
　さらに、前記分配マニホルドと前記ドレープとの間に配置された疎水性フィルタを具え
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ており、前記疎水性フィルタが、前記組織部位からの液体が通過するのを防止するよう構
成されることを特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項３０】
　前記組織インタフェース層及び前記マニホルドの少なくとも一方がラミナ層であり、 
　前記ラミナ層が、複数の流路を形成する複数の流路壁を有しており、 
　前記壁が、気体透過性且つ液体不透過性であることを特徴とする請求項１に記載の包帯
剤。 
【請求項３１】
　さらに、前記第１の吸収層に隣接して親水性層を具える第２の吸収層を具えており、 
　前記第２の吸収層が、前記ドレープと前記第１の吸収層との間に配置されており、 
　前記第２の吸収層の組織対向面が、前記第１の吸収層に隣接し、 
　前記第２の吸収層に隣接して前記減圧を分配するよう構成された分配マニホルドを具え
ており、 
　前記第１の吸収層が、ヒドロゲル吸収層を具えており、 
　前記第２吸収層が、前記第１の吸収層が液体を吸収よりも遅い速さで液体を吸収するこ
とを特徴とする請求項１に記載の包帯剤。 
【請求項３２】
　組織部位に減圧を適用するためのシステムであって、前記システムが： 
　減圧を供給するための減圧源と； 
　減圧を伝えるための減圧送出管路と； 
　前記組織部位に減圧を送出し前記組織部位から液体を受け取るための包帯剤用材料と；
 
を具えており、 
　前記減圧送出管路が、前記減圧源及び前記包帯剤用材料に流体結合されており、 
　前記包帯剤用材料の少なくとも一部を覆うシーリング部材を具え、前記包帯剤用材料が
： 
　前記組織部位に接触するよう構成された疎水性層である第１の層と、 
　減圧を分配するよう構成された疎水性層である第２の層と、 
　前記第１の層及び前記第１の層と前記第３の層との間に配置された前記第２の層から液
体を吸収するよう構成された第３の層と、 
を具えることを特徴とするシステム。 
【請求項３３】
　前記第１の層が、ナイロンを含むことを特徴とする請求項３２に記載のシステム。 
【請求項３４】
　前記第１の層が、非接着性材料を含むことを特徴とする請求項３２に記載のシステム。
 
【請求項３５】
　前記第１の層が、伸長可能な材料を含むことを特徴とする請求項３２に記載のシステム
。 
【請求項３６】
　前記第１の層が、ポリマベースのメッシュ繊維を含むことを特徴とする請求項３２に記
載のシステム。 
【請求項３７】
　前記第１の層が、テフロン（登録商標）含浸ポリエチレンを含むことを特徴とする請求
項３２に記載のシステム。 
【請求項３８】
　前記第３の層が、ヒドロゲル吸収層を具えることを特徴とする請求項３２に記載のシス
テム。 
【請求項３９】
　前記第３の層が、超吸収性の繊維吸収層を具えることを特徴とする請求項３２に記載の
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システム。 
【請求項４０】
　前記第３の層が、繊維材料を形成する複数の繊維を含んでおり、前記複数の繊維が前記
組織部位から液体を吸収するよう構成されていることを特徴とする請求項３２に記載のシ
ステム。 
【請求項４１】
　前記第３の層が、繊維材料を形成する複数の繊維を含んでおり、前記複数の繊維が前記
組織部位から液体を吸収するよう構成されており、前記複数の繊維の一部が、前記一部が
組織部位からの液体に接触するときにゲル化することを特徴とする請求項３２に記載のシ
ステム。 
【請求項４２】
　前記第２の層の組織対向面が、前記第１の層に隣接することを特徴とする請求項３２に
記載のシステム。 
【請求項４３】
　前記第１の層が、前記第３の層によって吸収される液体が前記組織部位に接触するのを
防止するよう構成されていることを特徴とする請求項３２に記載のシステム。 
【請求項４４】
　前記第２の層の組織対向面が、前記第３の層に隣接し、前記第２の層が、前記第３の層
によって吸収される液体が前記組織部位に接触するのを防止するよう構成されていること
を特徴とする請求項３２に記載のシステム。 
【請求項４５】
　前記第２の層が、複数の相互結合されたセルを有しており、多孔質の発泡体を形成する
ことを特徴とする請求項３２に記載のシステム。 
【請求項４６】
　前記包帯剤用材料が、さらに、前記第３の層に隣接する親水性の吸収層を具えることを
特徴とする請求項３２に記載のシステム。 
【請求項４７】
　前記包帯剤用材料が、さらに、前記第３の層に隣接する親水性の吸収層を具えており、
 
　前記親水性の吸収層が、前記シーリング材と前記第３の層との間に配置されていること
を特徴とする請求項３２に記載のシステム。 
【請求項４８】
　前記包帯剤用材料が、さらに、前記第３の層に隣接する親水性の吸収層を具えており、
 
　前記親水性の吸収層が、前記シーリング材と前記第３の層との間に配置されており、 
　前記親水性の吸収層の組織対向面が、前記第３の層に隣接することを特徴とする請求項
３２に記載のシステム。 
【請求項４９】
　前記親水性の吸収層が、前記第３の層が液体を吸収するよりも遅い速さで液体を吸収す
ることを特徴とする請求項４８に記載のシステム。 
【請求項５０】
　前記親水性の吸収層が、前記第３の層よりも厚いことを特徴とする請求項４８に記載の
システム。 
【請求項５１】
　前記親水性の吸収層が、前記第３の層よりも高い流体貯蔵容量を有することを特徴とす
る請求項４８に記載のシステム。 
【請求項５２】
　前記第３の層が、綿を具えることを特徴とする請求項４８に記載のシステム。 
【請求項５３】
　前記第３の層が、テリー織を具えることを特徴とする請求項４８に記載のシステム。 
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【請求項５４】
　前記親水性の吸収層が前記第３の層から流体を引き出すように、前記親水性の吸収層が
、前記第３の吸収層よりも親水性であることを特徴とする請求項４８に記載のシステム。
 
【請求項５５】
　包帯剤用材料が、さらに、前記親水性の吸収層に隣接し前記減圧を分配するための分配
マニホルドを具えることを特徴とする請求項４８に記載のシステム。 
【請求項５６】
　前記分配マニホルドの組織対向面が、前記親水性の吸収層に隣接することを特徴とする
請求項４８に記載のシステム。 
【請求項５７】
　前記分配マニホルドの第１の（シーリング材に面する）面が、前記シーリング材に隣接
することを特徴とする請求項４８に記載のシステム。 
【請求項５８】
　前記分配マニホルドが、網状のポリウレタン発泡層を具えることを特徴とする請求項４
８に記載のシステム。 
【請求項５９】
　さらに、前記分配マニホルドと前記シーリング材との間に配置された疎水性フィルタを
具えており、前記疎水性フィルタが、前記組織部位から液体が通過するのを防止するよう
構成されていることを特徴とする請求項４８に記載のシステム 
【請求項６０】
　前記シーリング材が、前記減圧が適用される開口を具えることを特徴とする請求項４８
に記載のシステム。 
【請求項６１】
　前記第１の層及び前記第２の層の少なくとも一方が、ラミナ層を具えており、前記ラミ
ナ層が複数の流路を形成する複数の流路壁を有することを特徴とする請求項４８に記載の
システム。 
【請求項６２】
　さらに、包帯剤用材料が、前記第３の層に隣接する親水性の吸収層を具えており、 
　前記親水性の吸収層が、前記シーリング材と前記第３の層との間に配置されており、 
　前記親水性の吸収層の組織対向面が、前記第３の層に隣接しており、 
　さらに、前記親水性の吸収層に隣接する分配マニホルドであって、減圧を分配するため
の分配マニホルドを具えており、 
　前記第３の層が、ヒドロゲル吸収層であり、 
　前記親水性の吸収層が、前記第３の層が液体を吸収するよりも遅い速さで液体を吸収す
ることを特徴とする請求項４８に記載のシステム。 
【請求項６３】
　組織部位に減圧を適用するための包帯剤を作製する方法であって、前記方法が： 
　疎水性層を具える組織インタフェース層を与えるステップと； 
　組織対向面を有するマニホルドであって、前記減圧を分配するよう構成された疎水性層
を具えるマニホルドを与えるステップと； 
　前記マニホルドの前記組織対向面の少なくとも一部を前記組織インタフェース層に結合
するステップと； 
　組織対向面を有し液体を吸収するよう構成された第１の吸収層を与えるステップと； 
　前記第１の吸収層の前記組織対向面の少なくとも一部を前記マニホルドに結合するステ
ップと； 
　組織対向面を有する第２の吸収層であって、前記組織インタフェース層、前記マニホル
ド、及び前記第１の吸収層を介して前記組織部位から液体を吸収するよう構成された親水
性層を有する第２の吸収層を与えるステップと； 
　前記第１の吸収層に前記第２の吸収層の前記組織対向面の少なくとも一部を結合するス
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テップと； 
を具えることを特徴とする方法。 
【請求項６４】
　さらに、組織対向面を有する分配マニホルドであって、減圧を分配するよう構成された
分配マニホルドを与えるステップと； 
　前記分配マニホルドの組織対向面の少なくとも一部を前記第２の吸収層に結合させるス
テップと； 
を具えることを特徴とする請求項６３に記載の方法。 
【請求項６５】
　さらに、ドレープを提供するステップと； 
　前記分配マニホルドの少なくとも一部を前記ドレープで覆うステップと； 
を具えることを特徴とする請求項６４に記載の方法。 
【請求項６６】
　減圧創傷包帯剤であって、 
　第１の面及び第２の組織対向面を有する非接着性の疎水性層と； 
　第１の面及び第２の組織対向面を有する多孔質の疎水性マニホルド層であって、前記多
孔質の疎水性マニホルド層の前記第２の組織対向面が前記非接着性の疎水性層の前記第１
の面に隣接する疎水性マニホルド層と； 
　第１の面及び第２の組織対向面を有する急速吸収性の親水性層であって、前記第２の組
織対向面が、前記多孔質の疎水性マニホルド層の前記第１の面に隣接する親水性層と； 
　第１の面及び第２の組織対向面を有する流体保存層であって、前記流体保存層の前記第
２の組織対向面が、前記急速吸性の親水性層の前記第１の面に隣接する流体保存層と； 
　第１の面及び第２の組織対向面を有するシーリング材であって、前記シーリング材の前
記第２の組織対向面が、前記流体保存層の前記第１の面に隣接するシーリング材と； 
を具えることを特徴とする包帯剤。 
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